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名古屋大学大学院教育発達科学研究科同士諜程前期課程（教育科学専攻）

平成28年度入学者選抜試験・第i期試験（2015年9月2'11:19:00～10:30) 

外国語（英語）問題用紙（ 1 I 2 ) 

受験番号

氏名
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次の英語の全文を日本語に訳しなさい．

Biological theories of aging examine 

the underlying mechanisms responsible 

for the structural and. functional 

changes that characterize advancing 

age. Researchers have attempted to 

specify a single causal element responsi四

ble for age-related declines in physio“ 

logical functioning but, to date, little 
progress has been made toward identi-
fying a unified theory of biological 

aging (Hayflick, 1985; Baker & Martin, 
1994). 

Aging is probably not a single bio司
logical process, but rather a wide vari問

ety ・of age“related changes that occur 

simultaneously in many different sys旬

tem:s throughout the body. Together, 
these changes decrease the body’s abilト
ty to respond appropriately to the 

stresses of everyday life (Chodzko-Zajko 
& Ringel, 1987). 

The compkx nature of agillg is 回目

flected by the wide variety of theories 

proposed to account for the underlying 

mechanisms of aging. While many diι 

ferent classification schemes exist 

(Arking, 1991), the model proposed by 

the renowned biologist Leonard 

Hayflick is among the most straightfor-

ward (Hayflick, 1985). Hayflick was 

one of the first to demonstrate conclu-

sively that cellular aging is influenced 

by both genetic and environmental fac倫

tors. In his model of biological aging, 
Hayflick proposes that aging theories 
can be subdivided into three major 

classes: cellular theories, genetic theo-
ries and control theories. 

出典： RichardT. Cotton (Ed.). Exercise for Older Adults: ACE's Guide for Fi的essProfessionals, 

Champaign, IL, Human Kinetics, 1998, p. 5. 

physiological：生理学的な，生理的な

・ ．・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．－・・・・・・・・・・．．・・・....・・・－－－－－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・e・・・・・・・・・・・・－・・・・.......・・・・・・・・・・・・－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・－、



名古屋大学大学院教育発述科学研究科！？；（ゴご謀説！？なJIJ］政T~i±C教育科学専攻）
平成28年度入学者選抜試験・第IJ別試験（20[ 51f-9月21.[1:1 9:00～l 0：・30)

外国語（英語）問題用紙（ 2 I 2 ) 

受験番号

氏名

：＂＇・・ H・H・H・H・...・・・.....・H・.....・・・・u .....・・・・H・・・H・H・・・・............・・・....・・・......・・・ H・H・・・....・・.......................・・・・・・・・・........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........・・・・・・・・・......・ H・・・・・・・・・・・・・・・u・・u・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H・H・H・・・・・・・・・・・・・・・・、． ・． 

II 次の英語の全文を日本語に訳しなさい。

The word ‘bullying’appears in only one place in education law in England, in 
section 61 of the School Standards and Framework 1998. This sets out the 

responsibilities of head teachers regarding the taking of disciplinary measures 
within a school (see below) and includes, within the measures to be taken, ones 
aimed at‘encouraging good behaviour and respect for others on the part of pupils 
and, in particular, preventing all forms of bullying among pupils.’But the term 
‘bullying’is not defined. In a leading Court of Appeal judgment, Judge LJ said: 
'There is no magic in the term bullying’and the courts have not regarded it as 
necessary to provide a definition. 
Looking beyond the legal sphere, researchers' and educational practitioners’ 
definitions of bullying may diverge. Indeed, teachers and education authorities 

may well adopt their own defi11itions of bullying when devising strategies for 

prevention and in formulating policies relating to the enforcement of discipline. 

When researchers conduct ethnographic studies of bullying or ‘peer” 
victimisation；γ‘』differentialdefinitions of the phenomenon contribute to variations 
in their・findings,although another factor is the variable levels of reporting by 

victims in different schools. 
According to Thompson, the various academic studies of bullying see 
bullying as 

essentially a type of aggressive behaviour, involving a system呂ticabuse of power, and 
occurring over a prolonged period of time. Scandinavian researchers would also add 
that it is characterised by a group of people bullying a single individual. Some British 
researchers would disagree with this, claiming that if one individual exercises the 
systematic abuse of power over another individual, then this should also be see,n as 
bullying. 

出典： NevilleHarris and Paul Meredith (Eds.). Children, Education and Heαlth: Internαtional 

Perspectives on Lαwαnd Policy, Ashgate, 2005, pp.32-33. 

・．...................................................................................................................................................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・・ ・・・・・・・......．．．．．．よ



名古燥大学大学院教育発達科学研究科博士課程前期謀総（教育科学専攻）

平成28{1三度入学者選抜試験・第u与i試験（2015生i三9fJ24日9:00～10:30)

外国語（日本語）問題用紙（ 1 I 2 ) 

号
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次の文章を読んで、、下の間いに日本語で答えなさい。

今日私どもが知っているような学校が①葦ゑするのは、だいたいこ二 150年から、せいぜいさかの

ぼって 200年といっていいのではないかと思います。それ以前にも先に述べましたように学校らしい

ものの系譜をさかのぼることはできるのですが、今日の状況と比較しますと、ごくごく少数の人々に

しかかかわりがなく、またそこでの教育の質は、読み書き教育は一応Jjljとしても、今日とは大きなi塙
たりがあるのです。農民はもちろん、手工業者その他の一般に額に汗して働く職業にたずさわる者の

子どもたちは、人類の歴史の中でごく最近まで学校教育とは②謹選であったといってもよいほどです。

200年というのは、人類の長い歴史の中で大変短い期間です。こういう文化を伝える様式は非常に新

しいものだといってよいのです。ある意味においては、この撞の学校は生まれたばかりなのです。

ところが、この学校という文化伝達の擁設は、近代科学という、いままでよりいっそう伝えやすい

文化の成立とあいまって、たちまち社会全体に拡がり、大きな影響を与えることになりました。それ

はたとえば交通③運強システムの発達にみあうほど巨大なものとなりました。今日のわが国でも、全

人口の実に4分の lに近い人々が、何らかの意味でフノレタイムでかかわりをもつほどの在大なシステ

ムとなっています。

それまでは、子育ては親と地域の人々によるいわば手づくりの仕事だったものが、一挙に制度とし

て矩い聞に成立し、多くのλ々がいろいろな利害によってこの制度を利用することを求めるようにな

りますと、 ω当然のことですが弊害も出てきます。とりわけ国家が教育のシステムの管理にあたるよ

うになると、政治権力がみずからの権力維持に利用する傾向が肥大してきました。そのため、今世紀

に入ってからも、学校はω座主したほうがよい、本当に人聞を育てるすじみちが失われてしまう、学
校にたよらずに、子育て・教育を本来の姿にかえすべきだとする議論も（2）主亙ι行われるようになり
3ました。 f学校死滅論Jr脱学校論jなどといわれるものです。たしかにそういいたくなるような状況、
学校が人間の発達を助けているというよりも妨げているかもしれない、そういう問題点もあるのです。

そして子どもが学校をいやがる、あるいは＠主査するという状況が実際にあって、学校が非常に問題

をかかえていることは事実ですけれども、（3）人類の文化伝達の歴史としてはまだ実験が始まったばか

りだということもまた事実といってよいと思います。

（出典．大田発『なぜ学校へ行くのか』（新版）岩波書店、 1995年、 38亥12行問～40頁 10行問）

間1 下線部①～⑤の読み方をひらがなで書きなさい。

問2 下線部（2）の「声高にj を使って、短文を作りなさい。

間3 下線部（1）について、筆者はどのような「弊害」があると考えているか、本文に即して述べなさ

し、。

問4 下線部（3）について、筆者が f始まったばかりだj と主張する根拠について、本文に即して述べ

なさい。
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名古j長大学：大学院教育発達科学研究科1:¥17士製桜前期間Hlil（教育科学専攻）

平成28年度入学者選抜試験・第i持！試験（2015｛！三9)0)24日 9:00～l0:30) 

外国語（日本語）問題用紙（ 2 I 2 ) 

受験番号

氏名
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II 次の文章を読んで、下の間いに日本語で答えなさい。

学生時代に米弘（厳太郎）先生から民法の講義をきいたとき「時効Jという制度について次のよ

うに説明されたのを覚えています。金を借りて催促されないのをいいことにして、ネコパパをきめ

こむ①互主笠設がトクをして、気の~~い善人の貸し手が結局損をするという結楽になるのはずいぶ

ん不人情な話のように思われるけれども、この規定の根拠には、権利の上に長くねむっている者は

民法の保護に値しないという趣旨も含まれている、というお話だったのです。この説明に私はなる

ほどと思うと問時に「（1）権利の上にねむる者Jという言葉が妙に強く印象に残りました。いま考え

てみると、請求する行為によって時効を中断しない限り、たんに自分は僚権者であるという位壁に

安住していると、ついには債権を喪失するというロジックのなかには 一民法の法理にとどまらな

いきわめて重大な意味がひそんでいるように思われます。

仁平コ、日本間法の第十二条を開いてみましょう。そこには「この怒法が国民に保障する

自由及び権利は、悶民の不断の努力によってこれを保持しなければならなしリと記されてあります。

この規定は基本的人権が「人類の多年にわたる自治獲得の努Jりの成果Jであるという経法第九十七

条の宣言と対応しておりまして、 ω自自殺得の賠史的なプロセスを、いわば将来に向って投射した

ものだといえるのですが、そこにさきほどの f時効Jについて見たものと、いちじるしくωま通ゴニ

ゑ盤~を読みとることは、それほど無理でも悶難でもないでしょう。つまり、この怒法の規定を．

②亙工読みかえてみますと、「国民はいまや主権者となった、しかし主権者会£毛ことに安住して、そ

の権利の行使を忠っていると、ある朝関ざめてみると、もはや主権者でなくなっているといった事

態が起るぞj という警告になっているわけなのです。これは大げさな威嚇でもなければ教科書ふう

の③室盤な説教でもありません。それこそナポレオン三世のクーデターからヒットラーの権力挙擬

に至るまで、最近百年の西欧民主主義のlfll.塗られた道程がさし示している歴史的教訓にほかならな

いのです。

アメリカのある社会学者が f自由を挽掃することはやさしい。それに比べて自由を持議すること

は酬である。仁日自由を擁護することに…、自性lを問日々付するこはさら岬

難である j といっておりますが、ここにも基本的に向じ発想があるのです。私たちの社会が自由だ

自FRだといって、自由であることを祝福している間に、いつの開にかその自由の実質はカラッポに

なっていないとも限らない。自由は置き物のようにそこにあるのではなく、現実の行使によってだ

け守られる、いいかえれば日々自由になろうと寸毛ことによって、はじめて自由もlb0うるという
ことなのです。その意味では近代社会の自由とか権利とかいうものは、どうやら生活の＠盤止を好

む者、毎日の生活さえ何とか安全に過せたら、物事の判断などはひとにあずけてもいいと思ってい

る人、あるいはアームチェアから立ち上るよりもそれに深々とよりかかっていたい＠盆：止の持主な

どにとっては、はなはだもって荷厄介なしろ物だといえましょう。

（出典：；丸山真男『日本の思想J岩波詐j百、 1961年、 154貰 4行自～156貰 6行自）

!'!¥JI 下線部①～叡つ読み方をひらがなで書きなさい。

間 2 文中の（A)(B）仁二コに入る言葉をそれぞれ下から記号で選びなさい。

ア．つまり イ．たとえば ウ．しかし エ．あるいは オ．したがって

間3 下線部（1）の f権利の上にねむる者Jをわかりやすく説明している箇所を、本文中から抜き出

しなさし、。

問4 下総部（2）の文の意味を説明しなさい。

間5 下線部（3）の f共通する精神j とは、何と何が共通するのか、 きなさい。

． ． ． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－－－－－－－－－．－－ マ苧－’’司司，－，－－．－．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H・H・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－－－・ ...................... －~ 



名古屋大学大学院教育発達科学｛1〕F究科 j(\1：士課程前月irillrn~ c教育科学専攻）
平成2g1:1三度入学者選抜試験・第uりl試験 (20 I Si:！三9月24l==J 11: 00～13: 00) 

教育科学問題用紙（ 1 I 4 ) 

以下の21領域の中から、各自の志望研究領域を含む2領域を選択し、日本語で解答しな
さし＼0

解答に際しては、 1領域あたり解答用紙1枚で解答することとし、選択した領域名を、解答
用紙の所定の欄に必ず記入しなさい。また、問題用紙と解答用紙のすべてに受験番号と氏
名を記入しなさい。試験終了時に、問題用紙と解答用紙はすべて回収します。

［教青史領域）
次のうち、いずれか一間を選んで解答しなさい。
1.日本教育史の研究に用いられる資料の特質について、いくつか具体的な例をあげなが
ら論述しなさい。
2.アナール学派（L’ecoledes Annales, Annales School）の歴史研究の方法が教青史研究
に及ぼした影響について論述しなさい。

［教膏行政学領域］
2015年6丹、義務教育学校の創設を内容とする学校教育法改正が行われた。この法改正
の目的及び内容並びに義務教育学校の特徴を整理し、それらの問題点を指摘しなさい。

［社会・生涯教育学領域］
日本における社会教育職員制度について法律を含む概要を記し、その現状と問題点につ
いて述べなさい。

［技術教育学領域）
日本の企業における養成工制度の成立と展開、その歴史的意義について述べなさい。

［職業・キャリア教育学領域］
特設のキャリア科目でなく、通常の教科目（国語、数学、社会など）におけるキャリア教青
（「キャリア志向学習Jとか”CaγeerContextual Teaching and Learning”と言われる）が成立し
うる教材、教育方法の性格とその実例を2、3米しなさい。

． 
・・・・・・・・・・・・・・...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・e・・・・・・・・・.......ーーーーー..司ーー・・ーー・・・・・・・・・・”・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．



名 1~1·屋大学大学院教育発達科学研究科IW土問程前期説；f!i~ （教育科学専攻）

平成28年度入学者選抜試験・第ij別試験 (2015年9月241::1 11: 00～13: 00) 

教育科学問題用紙（ 2 I 4 ) 

受験番号

氏名

．・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．幽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．． ．  ．．  ．．  ．．  ．．  ．．  ．．  

［学校t情報学領域］
文部科学省（！日文部省を含む）による我が国の教青の情報化に関する教育政策の変遷に
ついて、「情報教斉に関する手引J(1990年7月）、「情報教育の実践と学校の情報化～新
『情報教育に関する手引』～J(2002年6月）、「教育の情報化に関する手引」（2010年10月）
の内容に触れながら解説しなさい。

［力1）キュうム学領域］
2015年3月に学校教育法施行規則及び学習指導要領が改訂され、「特別の教科道徳J
が位置づけられた。このことに関連して、従来の「道徳の時間Jが「特別の教科道徳Jに改
定された背景について説明するとともに、「特別の教科道徳jの特色、ならびにその意義と
課題について述べなさい。

［教育方法学領域］
初等中等教青における協同的な学び、の、①意義、②具体的な方法、③期待される効果、
④懸念される問題点、⑤問題点、の克服の方策について、先行研究の知見に基づいて論じ
なさい。

［教育経営学領域］

政策課題として「チームとしての学校Jが求められるようになっているが、その背景と内容
について論じなさい。

［教師教育学領域］
教職の高度化に対応した教師教育モデ、ルの発信に、総合大学（非教員養成系大学・学
部）が果たす役割について論じなさい。

． ． ・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・a・・・・・・1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



． 

名古屋大学大学院教育発達科学研究科同士制Htil前期課程（教育科学専攻）

平成28年度二入学者選抜試験・第［期試験 (2015イ：同月241ヨ1l: 00～13:00) 

教育科学問題用紙（ 3 I 4 ) 

受験番号

氏名

．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．，．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ －・－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・4． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ・．・．・．・．・
． ． ． ．  ． ． ．  ． ． ． ． ． ． ． 

［人間形成学領域］
現代の教宵改革の背景にある政治思想・社会思想を取りあげ、その積極面と消槌面につ
いて論述しなさい。

［教育人類学領域］
難民の受け入れにともなう教青問題について、具体的な国・地域をとりあげて論じなさい。

［教育社会学領域］
「日本社会は学歴がものをし1う社会から実力がものをしヴ社会へと変化しているjという主
張がある。この主張について教育社会学研究の知見を踏まえて論評しなさい。

［比較教育学領域］

近年の教員養成制度改革について、具体的な国・地域をとりあげて論じなさい。

［大学論領域］

マーチン・トロウの高等教育発展段階論とは何かを説明し、その発展段階論から日本の高
等教青の現状と問題点を論じなさい。

． 

・ ....................................ーー白ー 一 ． ーーョー・・・－・ー・．．．．．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．“・ーーーー＆ー・....一一一一一ー一ー今一一一一一一一一一一宇一一一一一＋一一一＋一一一一－－－’ーー・・・2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．..........................................・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・



． 

ポIi:I:i路大学大学：｜涜教？初~！:illfl・学｛り！ラピ科IW士制組jlfjjりl開店（教育科学専攻）
平成28年度入学者選抜試験・第［期試験 (20 J 51'！三9月24Iミ111: 00～13:00) 

教育科学問題用紙（ 4 I 4 ) 

受験番号

氏名

．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・z・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．“・・・・・・・・・・・・． ． 

［高等教育学領域］
大学情報の公開が政策的に促進されているが、この政策の概要について述べなさい。
また、個別大学にとって情報公開のもつ意義と課題を指摘しなさい。

［生涯体力科学領域］
全身持久力の測定方法を3つ以上あげ、それぞれの特徴について比較を交えて説明しな
さし九

［健康運動科学領域］
スポーツ活動におけるスポーツウエアの重要性について、複数の事例をあげながら説明し
なさい。

〔スポーツマネジメント領域］
スポーツ庁の設立皆景および、実践施策について、関係省庁の既存施策を具体的にあげ
ながら説明しなさい。

［スポーツバイオメカニクス領域］
右の模式図はヒト大｝躍四頭

筋の筋骨格そデルである。大

腿四頭筋の近位部は骨盤に

付若し、遠位部は膝蓋’符を介

して膝骨に付着している。

am 1）足首において測定し
た膝関節周りの等尺性随意

最大トルクが 300Nmのi時、

膝議舵にかかっている腿強

力を計算せよ。

（鰐］ 2）大腿四頭筋の生理学

藤議礎 11o 

的断面積が 200cm2の際、大腿四頭筋の絶対筋力（specifictension）を

計算せよ。

なお、以下の3点を参考とすること。

・膝関空Ji中心から！漆蓋鍵までのそーメントアームは5cmとする0
．感擦や変形等はないものとする。

・股関節の角度は一定とする。

注意：間 1、問2ともに考え方を図式等で記載しながら、答案を書く

こと。

［スポーツ生理学領域］
ホルモンを一つ挙げ、運動との関係から説明しなさい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．・......・．．．．．．．．．．．牛 今 』守ー..，ーーーーーー........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....・・．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・




